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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
以下の論文の束は多分アルハンゲルスキーの不等式やその他の位相空間の基数関数の不
等式を理解しようとして印刷したものだと思う．
論文 [7] は有限位相空間の構造定理の論文である．なぜか紛れていた．等質的な有限位
相空間は必ず離散位相空間と密着位相空間の直積でかけることを証明している．濃度が素
数なら等質的な位相は離散と密着の二つしかないということになる．
それはさておき，アルハンゲルスキーの不等式についてはとりあえずサーベイ [10] を
読むとわかるんじゃないかな．
論文 [6] は初頭部分モデルを使って基数不等式を証明する話で面白そうだと思う．
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